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図6．2－1　中学生や地域の人による他者評価
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中学生や地域の方からの評価について，児童は「アドバイスはとても役に立った。」「クラ
スの大のより，くわしく書いてあった。」「アドバイスが的確だった。」「小学生とは違って同
じ意見がなくてすごくいいアドバイスであった。」という感想を持った。中学生や地域の方か
らの他者評価は，具体的であり，改善に役立ったと児童は考えている。
中学生や地域の方は，児童の評価基準表やポートフォリオをよく見て書き込みをしていた。
また，既に書き込みされている他者評価とは違う内容を書こうと心がけていた。そのため，
評価の書き込みが具体的で参考になったと考える。また，地域のことをよく知っており，地
域のことを踏まえて，具体的にアドバイスが書き込まれていた。
7　授業実践から得られた知見
評価規準・評価基準表の創出は，児童は初めてのことで，多くの支援と時間を必要とした
が，自分の評価規準・評価基準表を持つことと，システムを使うことで，児童の自己評価は
促され，学習活動は活発となった。
システムにより，自己の評価規準・評価基準表が見れることで，自己の評価規準・評価基
準表を意識した学習ファイルの選択やポートフォリオの編集が行われた。学習中，評価基準
表をもとに，現在のレベルと次にやるべきことを自己評価し，他者評価を得ることで，ポー
トフォリオを改善していく姿がみられた。その際，教師は，個々の解決に向けた支援を的確
に設定していくことが大切であった。電子ポートフォリオシステムは，このような支援の必
要な児童を発見するのにも有効に働いた。
学習中に行った自己評価やポートフォリオは，システムに蓄積される。学習者は，それら
の自己評価の一覧やポートフォリオを見ることで，自己の向上などを知ることができ，主体
的な学習が促された。
他者評価は，評価規準や評価基準を意識した書き込みが行われることで児童のレベルの向
上を促進したり，児童が今まで気付かなかったことに気付いたりし，自己評価を促し，ポー
トフォリオの改善に役立った。中学生からの他者評価は具体的で児童のポートフォリオの改
善に役立った。また，地域の方は，地域のことをよく知っており，地域のことを踏まえて，
具体的に他者評価がされていた。
児童は，他者のポートフォリオを見ることで，自分の研究につながる情報を見つけたり，
新たな発見をしたりすることができた。
評価規準・評価基準表の創出のためには，単元の学習を終えた時点で次の学習に向けての
目標を持たせ，それらを記録に残していくことで，評価規準・評価基準表の創出の材料とな
ると考える。
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